
ミネベアミツミグループはグローバルな舞台で事業をさらに成長させるためにグローバル人材を育成し、 
活躍してもらうことを推進しています。

　ミネベアミツミグループは、1960年代にアメリカに
進出を始めてから、アメリカ、ヨーロッパ、アジアで事業
を展開するに至っています。現在、売上、生産の海外比
率はそれぞれ概ね8割、9割を超えており、海外事業の
重要性はますます高まっています。また、従業員のうち
日本人は概ね6%程度に過ぎません。こうしたグローバ
ル企業である当社グループにとって、グローバル人材
が育ち活躍することは重要な経営課題の一つです。
　そのため当社グループでは、多様な人材を採用する
とともに、グローバルに通用する人材を育成するための
さまざまな研修を行っています。

グローバル人材の登用
　グローバルに活躍できる人材を増やすために、国内
外で多様な人材の採用を積極的に行っています。その
ため、日本で学ぶ外国人留学生を積極的に採用してい
ます。アメリカでの日本人留学生採用や中国での中国人
新卒本社採用など、海外での採用活動も積極的に進め
ています。2016年10月に中国人4名、2017年4月に日
本人留学生3名の新卒社員を海外で本社採用しました。

採用活動の様子

グローバル人材育成のための研修
　グローバル人材育成のために、海外赴任の機会を多
くの従業員に提供すると同時に、米国ビジネススクー
ルへの派遣など多様な研修を設けています。一方で、
海外ローカルスタッフの育成にも注力しています。幹
部クラスの従業員にリーダーシップ研修を実施するほ
か、事業・本社部門それぞれで日本に数カ月～1年にわ
たりローカルスタッフを招き、業務スキルの向上だけ
でなく、日本語の習得やネットワーク構築の支援をして
います。

グローバル人材活躍の推進

グローバル企業として

　ミネベアミツミグループは、
超精密加工技術を伴う海外で
の量産能力を競争力の一つにし
ている企業です。そのため、グ
ローバルに活躍できる人材がい
ることは必須の条件です。真の
グローバル人材と呼ばれるため
には、英語でコミュニケーション

を図れるだけではなく、他国の人と長期的な協働関係を
築けることや、当社グループの求める人材像として掲げ
ている、情熱やモノづくりへのこだわりなどの要素も必要
だと考えています。どのような環境でも、お客様の求める
価値を生み出せることができてはじめてグローバル人材
と呼べると思います。
　経営統合をしたことで、これまでより多くの要素を組み
合わせて製品の価値をさらに上げるチャンスが広がって
います。この機会を生かすためには、従来の事業の壁を
越え、常識を超え、国境も乗り越え、多様な人々と連携す
ることが必要です。そのために、表面的なスキルにとどま
らない、これからの時代にふさわしいモノづくりへの情熱
を持った人材の育成に尽力していきます。

人事総務本部
人材開発部 部長

小田原 達郎

真のグローバル人材を 
育成することが使命です
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